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➢本計画は「福生市立図書館基本計画」（平成26年３月策定・令和３年３月改定）の後続計画です。

➢社会情勢の変化や市民ニーズに的確に対応し、今後の図書館サービスの目指すべき方向性を示すことを目的とします。

➢「図書館法」第七条の二の規定に基づく「図書館

の設置及び運営上の望ましい基準」（平成24年

12月19日文部科学省告示第172号）では、図書

館は基本的運営方針の策定と公表、目標設定、点

検及び評価の実施に努めるものと規定されていま

す。

➢本計画は「図書館の設置及び運営上の望ましい基

準」の規定を踏まえ策定し、「福生市教育ビジョ

ン（福生市教育振興基本計画）第２次」を受けた

市の個別計画として位置付けるものです。

➢子ども（０歳からおおむね18歳）の読書活動に

ついては、「福生市子ども読書活動推進計画」に

基づき、関係部署と連携して推進します。

１第 章

４

２ 計画の位置付け

計画の策定にあたって

１ 計画の目的

福生市教育大綱
地域 の 実 情 に 応 じ 、 教 育 、
学 術 及 び文 化 の 振興 に関
す る 、 総 合 的 な 施 策 の 大綱

基 本 的 な方 針 を 参 酌

国の教育振興基本計画

密接 に
関 係

福 生 市 福生市教育委員会

東京都教育ビジョン（都・教育振興基本計画）

参 酌

参 酌

福生市子ども読書活動推進計画

福生市教育ビジョン
（福生市教育振興基本計画）

福生市図書館ビジョン
（福生市立図書館基本計画）

10年計画【５年後見直し】



➢本計画の進捗管理は図書館で行います。

➢毎年、前年度の事業報告をもとに自己点検評価を実施します。それに基づき福生市図書館協議会による第三者評価を実

施します。

➢第三者評価の意見を受け、次年度以降の計画に活用します。乳幼児から青少年を対象とした事業については、「福生市

子ども読書活動推進計画」に準拠します。

➢本計画は、令和７年度から令和16年度を目標までの年度とする10年間を計画期間としています。

➢令和11年度に、中間の見直しを実施します。

５

４ 推進のための体制

３ 計画の期間

令和６
年度

７
年度

８
年度

９
年度

10
年度

11
年度

12
年度

13
年度

14
年度

15
年度

16
年度

福生市教育ビジョン

福生市図書館ビジョン

福生市子ども読書活動
推進計画

福生市教育ビジョン
（福生市教育振興基本計画）第２次後期

福生市図書館ビジョン（福生市立図書館基本計画）第２次

前期計画

第１次計画

第４次計画 第５次福生市子ども読書活動推進計画



２第 章

１ 国の動向

平成13年
「図書館法」に基づく「公立図書館の
設置及び運営上の望ましい基準」文部
科学省告示

平成13年
「子どもの読書活動の推進に関する法
律」施行

平成15年 「地方自治法」改正

平成17年 「文字・活字文化振興法」施行

平成18年 「教育基本法」改正

平成20年 「図書館法」改正

平成24年
「図書館の設置及び運営上の望ましい
基準」文部科学省告示

平成25年
「障害を理由とする差別の解消の推進
に関する法律」制定

平成27年 「学校図書館法」改正

令和元年
「視覚障害者等の読書環境の整備の推
進に関する法律」制定

６

計画策定の背景

平成18年に「教育基本法」（昭和22年制定）が改正され、生

涯学習の理念が明文化されました。このことに伴い、平成20年に

「図書館法」（昭和25年制定）が改正され、新たに地域住民等に

対する情報提供に努めること及び家庭教育の向上に資することな

どが付け加えられました。

「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成13年制

定）の平成24年改正では、私立を含めた図書館のサービス・運営

の具体的な基準を示すとともに、読書活動の振興を担う機関とし

て、また地域の情報拠点として課題解決の支援や情報提供を通じ

た地域への貢献など、これからの図書館に期待する事項について

盛り込まれました。

また、令和元年には「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に

関する法律（読書バリアフリー法）」が制定されました。障害の

有無に関わらず、すべての人が読書による文字・活字文化の恩恵

を受けるための法律で、音声やデジタル形式など利用しやすい

様々な方法で本の内容にアクセスできる環境の整備等について定

められました。

図書館に関する法令など



２ 福生市立図書館の現状
福生市立図書館の配置

７

中央図書館

武蔵野台図書館

ブックポスト

ブックポスト

福生市立図書館の現状

福生市では、各図書館の半径１㎞の範

囲を１館あたりのサービス圏として、概

ね市全域を網羅し、本館機能を持つ中央

図書館と分館３館でサービスを実施して

います。

また、平成27年には福生駅と拝島駅の

２か所にブックポストを設置し、図書館

の配送便でネットワークを結ぶことで利

用者への利便性の向上に取り組んできま

した。

施設の老朽化対策については、中央図

書館は令和６年、わかぎり図書館は平成

25年、わかたけ図書館は平成27年に改

修工事を完了し、バリアフリー化及び長

寿命化を図りました。

今後は図書館サービスへの更なるアク

セス向上のため、サービス拠点の拡充や

電子図書館等の非来館型サービスの充実

が課題です。

図書館施設とサービス拠点

わかぎり図書館

横田基地

わかたけ図書館



資料数の変化

資料：福生市事務報告書

人口一人あたり蔵書冊数（令和６年４月１日現在）

資料：東京都公立図書館調査

298,307 303,214 307,767 309,683 311,557 316,708 
321,525 323,519 323,536 321,602 

132,134 134,930 
137,262 137,865 139,292 138,978 

140,547 141,610 141,376 142,516 
16,688 16,625 16,902 17,048 17,367 17,677 18,003 18,288 18,440 18,452 
447,129 454,769 461,931 

464,596 468,216 473,363 
480,075 483,417 483,352 482,570 
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３年度

令和

４年度

令和

５年度

（冊）

一般書 児童書 視聴覚資料

福生市は「図書館資料収集方針」に基づき、資

料を収集しています。蔵書数は令和５年度で一般

書 321,602冊 、 児 童 書 142,516冊 、 合 計

464,118冊となっています。また、ＣＤ、ＤＶＤ

などの視聴覚資料も18,452点所蔵しています。

多摩地区26市の市立図書館の状況と比較すると

人口一人あたりの蔵書冊数については8.2冊と、

26市中最も多い冊数です。蔵書管理を行い保管場

所を有効活用することで、蔵書冊数は約46万冊で

推移しています。

また、令和元年に「視覚障害者等の読書環境の

整備の推進に関する法律（読書バリアフリー

法）」が策定されました。アクセシブルな書籍・

電子書籍の量的拡充など、今後とも社会の要請及

び地域の実情に十分留意した資料の整備を行うと

ともに、市民の多様化するニーズに応える必要が

あります。

引き続き幅広い資料収集に努めるとともに、計

画的に資料の評価・保存及び除籍を実施すること

により、適正な蔵書管理を行います。

資料収集と蔵書状況

８

第 ２ 章 計画策定の背景２第 ２ 章
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福生市立図書館の現状

９

令和２年度以降の貸出点数は、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大防止対策に伴う図書館休館等が

あったことから、大幅な減となっています。令和

４年度・５年度の貸出数についても、中央図書館

の空調等大規模改修工事による休館の影響により、

減少傾向は継続しています。

また、図書館について非来館者を含めた市民の

アンケートの回答では、１年以内の利用をしたこ

とがない人の割合が半数を超えました。利用しな

い理由について、本や雑誌は自分で買うようにし

ているからという理由以外に、利用する時間がな

いからなどの回答がありました。

図書館を利用していない層について、その背景

を分析するとともに、新たな利用者として取り込

むための取組を検討する必要があります。

また、使いやすさだけでなく、体験や交流と

いった図書館の空間を活用した取組を行うことで、

地域の拠点としての図書館像をアピールすること

が大切です。

貸出・利用状況

図書館利用について

利用
している

利用した
ことはない

利用しない理由

一般市民 36.6％ 62.9％
本などは自分で買う、利用する時間
がない、特に理由はない

保護者 67.0％ 32.7％
利用する時間がない、本などは自分
で買う、本を返すのが面倒だから

資料：福生市教育ビジョン

教育に関するアンケート調査

（調査期間
：令和６年２月13日～３月11日）

この１年間で市内の図書館を利用しましたか

市内の図書館に行ったことがありますか

ある ない

中学生 84.3％ 15.4％

小学生 77.0％ 22.9％

552,858 

429,394 

477,310 

379,229 372,922 
352,993 

280,660 
307,777 

243,120 240,734 

168,701 
124,772 

145,671 
120,888 117,440 

31,164 23,962 23,862 15,221 14,748 

0

200,000

400,000

600,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

（冊）

合計 一般書 児童書 視聴覚資料

貸出点数の変化

資料：福生市事務報告書
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３ 福生市立図書館基本計画（第１次）における取組状況

第１次の目標に基づき、平成26年から令和６年度までに実施した主な取組は次のとおりです。

図書館では、誰もがいつでも読書に親しみ、心豊かに暮らすことができるよう、生

涯にわたって読書に親しむことができる環境を目指し取組を進めてきました。

・立川市との相互利用の開始（令和元年度）

・大活字本など高齢者にも読みやすい資料の充実

図書館では、どこに住んでいても図書館サービスを受けられる体制や利用しやすく

快適な空間となるために必要な施設整備等を取り組んできました。

・福生駅・拝島駅へのブックポストの設置（平成27年度）

・わかたけ図書館（平成26年度）、中央図書館（令和４・５年度）の改修

・中央図書館への福祉バス停留所の設置（令和５年度）

図書館では、市民や地域の課題解決に必要な情報を収集・提供を努めました。また、

ＩＣＴを活用し、新しいサービスを提供してきました。

・課題解決コーナー全館設置（平成27年度）

・ふっさ電子図書館の開設（令和５年度）

・自動貸出機の全館設置（令和５年度）

第 ２ 章 計画策定の背景第 ２ 章

基 本 方 針 こ れ ま で の 取 組 内 容

市民一人ひとりの個性を大切に

し、生涯にわたる自主的な学習

を支える図書館

０１

市民が利用しやすく快適な空間

のある図書館

０２

市民の課題解決に役立つ図書館

０３



11

図書館では、人をはぐくむ読書活動を推進し、家庭・地域・学校の教育力を支える

とともに読書の大切さを発信してきました。

・学校司書と連携した推薦図書リストの発行（平成26年度～）

・おはなし会で使用する大型絵本等の資料リストのホームページへの公開

・調べ学習の支援の強化

図書館では、市民が地域のことを知り、地域のことを考えるための資料・情報の充

実を図り、住民自治の基盤となる資料・情報を提供することを進めてきました。

・福生デジタルコンテンツの充実

・地域資料コーナーのホームページや展示の充実

図書館では、職員を内外の研修へ積極的に参加させスキルアップや資質の向上に努

めました。また、長期にわたり図書館運営を充実していくために、自己点検・評価に

加えて、図書館協議会等による第三者評価を毎年度実施してきました。

・第三者評価の図書館ホームページでの公開（平成27年度～）

福生市図書館基本計画（第１次）における取組状況

こ れ ま で の 取 組 内 容基 本 方 針

家庭・地域・学校の教育力の向

上を支え、読書の大切さを発信

する図書館

０４

地域資料の充実をはかり、地域

文化の継承と創造に寄与する

図書館

０５

長期的な視点にたった図書館運

営を行い成長する図書館

０６



４ 利用者アンケートから見る図書館
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【来館者アンケート】

福生市立図書館では、令和６年６月13日

～６月26日に、来館された方を対象にアン

ケート調査を実施しました。

1,418件（大人1,302件、子ども116件）の

回答をいただきました。

※全調査結果は資料編に掲載しています。

【年齢層は以下のとおりです】

【図書館に来館する主な目的】

【普段の滞在時間】

【図書館への交通手段】
図書館への交通手段として

は、自動車、徒歩、自転車が

それぞれ３割近くとなってい

ることが分かります。

図書館の目的は本や雑誌、

ＣＤなどを借りたり返したり

するためが最も多く、普段の

滞在時間も１時間未満までで

84％となります。多くの利

用者が短い時間で本を借りに

来ていることが分かります。

来館について

回答者数 = 1,391 ％

小学生

中学生

10代（中学生を除く）

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

6.4

2.8

2.0

3.9

9.0

12.3

16.8

18.4

21.4

6.7

0.2

0 5 10 15 20 25 30

回答者数 = 1,302 ％

本や雑誌、ＣＤなどを借りたり返したりするため

本や雑誌、新聞などを館内で読むため

図書館の本やインターネットを利用して、学習・調べ
ものをするため

持参資料を使用して、学習・調べものをするため

その他

無回答

78.2

23.1

9.1

6.5

2.9

10.4

0 30 60 90

回答者数 = 1,302 ％

徒歩

自転車

自動車

その他

無回答

32.0

27.5

32.3

2.3

5.9

0 10 20 30 40 50

第 ２ 章 計画策定の背景２第 ２ 章

回答者数 = 1,302 ％

30分未満

30分－１時間未満

１－２時間未満

２－４時間未満

４時間以上

無回答

43.6

40.0

11.6

2.8

1.5

0.5

0 10 20 30 40 50
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回答者数 = 1,302

④　開館日

⑤　開館時間

48.9

44.0

22.7

23.3

2.7

6.9

0.7

1.1

25.0

24.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

48.9

44.0

22.7

23.3

2.7

6.9

0.7

1.1

25.0

24.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 1,302

①　自宅から主に利用している
    図書館までの距離

②　駐車場

③　図書館内の案内・表示

④　室内環境
   （エアコンの設定温度等）

⑤　座席数

⑥　インターネット閲覧用端末

⑦　図書館資料検索用端末

⑧　研修室（学習室）
    ＊中央館のみ

51.9

31.7

40.2

46.8

34.6

18.4

26.6

13.4

27.6

20.6

32.8

29.0

29.9

17.8

24.0

9.5

5.2

8.6

2.8

4.5

8.7

4.2

4.7

1.7

1.3

2.8

0.7

1.1

1.5

0.8

0.6

0.2

0.4

18.3

5.0

1.6

7.6

37.7

23.4

47.4

13.6

18.0

18.5

17.0

17.7

21.1

20.7

27.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

51.9

31.7

40.2

46.8

34.6

18.4

26.6

13.4

27.6

20.6

32.8

29.0

29.9

17.8

24.0

9.5

5.2

8.6

2.8

4.5

8.7

4.2

4.7

1.7

1.3

2.8

0.7

1.1

1.5

0.8

0.6

0.2

0.4

18.3

5.0

1.6

7.6

37.7

23.4

47.4

13.6

18.0

18.5

17.0

17.7

21.1

20.7

27.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 利用しない 無回答

図書館の満足度【大人】

回答者数 = 1,302

①　貸出点数（本）

②　貸出点数
　　（ＣＤ・ＤＶＤ等）

③　貸出期間

60.3

28.6

44.1

19.1

13.9

23.9

2.3

4.9

7.3

0.2

1.5

2.2

3.4

27.6

4.5

14.7

23.5

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【貸出・返却】

60.3

28.6

44.1

19.1

13.9

23.9

2.3

4.9

7.3

0.2

1.5

2.2

3.4

27.6

4.5

14.7

23.5

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【施設の利用】

自宅から主に利用している図書館の距離につ

いて満足・やや満足の割合が79％と高かった

一方、貸出期間や開館時間、駐車場の台数につ

いて拡大して欲しい等などのより利便性を求め

る声が寄せられました。

また、ＣＤ・ＤＶＤについては利用の有無が

分かれるものの、貸出点数を増やしてほしいと

いう意見が目立ちました。

％

回答者数 = 116

70点以下

71－80点

81－90点

91－99点

100 点

無回答

3.5

7.8

16.4

15.5

36.1

20.7

0 10 20 30 40 50

図書館の満足度【子ども】

利用者アンケートから見る図書館
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0冊 １～４冊 ５～９冊 10冊以上 無回答

小学生 18.0 51.9 14.9 14.8 0.5

中学生 20.7 66.0 6.6 6.3 0.4

参考資料：教育ビジョンのアンケート結果

１ヶ月に平均何冊位本を読みますか。

子どもの読書環境

図書館への要望では、従来の図書館機能のほかに、友だちと

おしゃべりできる場所がほしい、電子図書館の本を増やしてほ

しいという声もありました。

回答者数 = 116 ％

平日午後

土日祝日午前

土日祝日午後

無回答

35.3

33.6

31.0

5.2

0 10 20 30 40 50

利用時間帯

回答者数 = 116 ％

ひとり

保護者

兄弟姉妹

祖父母

友だち

無回答

12.1

65.5

12.1

2.6

22.4

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

図書館へ一緒に行く人

保護者と一緒に来ると回答した児童は66％で、兄弟姉妹や祖父

母との合計は80％です。ともだちと一緒に来る児童も22％で、ひ

とりの12％と比較すると明らかに多く、家族との来館が図書館利

用の重要なきっかけとなっていることが分かります。家族で利用で

きる環境づくりと合わせて、積極的に図書館外で活動を行うなど、

本と子どもを繋げる取組が必要です。

回答者数 = 116 ％

たくさんの本があるところ

ゆっくり本をよめる場所があると
ころ
しずかにべんきょうやしらべもの
ができるところ
おはなしかいとかイベントがある
ところ
ほかになにかあったら、かいてく
ださい

無回答

83.6

56.0

31.9

13.8

6.0

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

図書館の大好きなところ

％

第 ２ 章 計画策定の背景２第 ２ 章
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今後の展開を期待するサービス
回答者数 = 1,302 ％

来館しやすい図書館への取り組み

図書館以外で受けられる取り組み

ＩＣＴ（情報通信技術）の推進

子育て世代への支援

利用者同士の交流

各図書館の個性を伸ばす取り組み

他施設、他機関との連携

その他

無回答

44.6

11.6

10.9

10.8

4.1

18.7

14.0

2.4

26.1

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 1,302 ％

各世代の成長過程に配慮したサービス

図書館利用に障害のある方へのサービス

多様な言語圏の利用者へのサービス

電子書籍の拡充

利用しやすい快適な空間の提供

イベントなどの様々な取組み

ボランティアの育成

図書館の専門性の向上

その他

無回答

22.6

7.9

5.3

15.8

39.7

12.6

3.4

11.6

3.3

26.2

0 10 20 30 40 50

現在行っているサービスについての質問では、利用しやすい快適な空間の

提供や各世代の成長過程に配慮したサービス、電子書籍の拡充の充実を求め

る回答が多くありました。

新しいサービスについては、自動貸出機の満足の割合が高い一方、その他

のサービスについては利用しないという回答が半数あり、利用していない理

由の中には、サービスについて知らなかった、使い方が分からないという意

見もありました。

今後の展開を期待するサービスでは、来館しやすい図書館への取り組みや

各図書館の個性を伸ばす取り組み、他施設、他機関との連携の回答が多くあ

りました。

年齢別にみると、若い世代ほどＩＣＴの活用に積極的である傾向があり

ました。また、20～40歳代で「子育て世代への支援」、40～60歳代では

「図書館以外で受けられる取り組み」を求める割合が高いなど、各世代によ

りニーズが異なることが分かります。

充実して欲しいサービス 令和５年度以降に開始した新サービス

回答者数 = 1,302

①　ふっさ電子図書館（市内
　　在住・在勤・在学の方）

②　自動貸出機

③　館内Wi-Fi ＊中央館のみ

④　モバイルバッテリー・
    スタンドライトの貸出
    ＊中央館のみ

9.0

32.0

14.0

8.0

8.9

12.7

7.7

6.0

2.8

2.5

0.8

0.7

0.8

0.2

0.2

53.5

30.8

50.4

57.8

25.0

21.8

26.9

27.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 = 1,302

①　ふっさ電子図書館（市内
　　在住・在勤・在学の方）

②　自動貸出機

③　館内Wi-Fi ＊中央館のみ

④　モバイルバッテリー・
    スタンドライトの貸出
    ＊中央館のみ

9.0

32.0

14.0

8.0

8.9

12.7

7.7

6.0

2.8

2.5

0.8

0.7

0.8

0.2

0.2

53.5

30.8

50.4

57.8

25.0

21.8

26.9

27.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 利用しない 無回答

利用者アンケートから見る図書館
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５ 計画策定に向けた課題

第１次計画における取組状況や利用者アンケート結果を踏まえ課題を整理しました。

図書館を利用したことがない市民に対して来館または図

書館利用を促す取組が必要です。

図書館サービスへのアクセスの更なる向上を目指し、

サービス拠点の拡充や非来館型サービスでの利便性を高め

るなど、利用を広げる取組について検討をします。

また、来館による図書館利用について一層、魅力を高め

るよう取組が求められています。

今後の図書館の利用を担う子どもたちへの働きかけは大

切です。

子どもの読書習慣の形成をするために各年代に応じた読

書推進への取組を引き続き行うとともに、日常的に子ども

たちが過ごす学校や子育て施設との連携した取組を行う必

要があります。

個人を取り巻く環境が大きく変化する社会の中で、一人

ひとりの学びを支える図書館の役割は重要になっています。

様々な資料や情報の提供を通して、個人や地域の問題解

決を支援するとともに、地域づくりの拠点として地域の魅

力を発信することや、人々の交流の場となることが期待さ

れています。

図書館の利用しやすさの向上と魅力の創造 学びと地域づくりを支える図書館

変化する要望に応じて新しい図書館サービスを推し進め

るためには、専門性を持ち交流・協働を進める能力を持っ

た図書館員の育成が不可欠です。

また、ＳＮＳをはじめとした多様なツールを活用するな

ど図書館や本の魅力を効果的に発信する方法についての検

討が必要です。

学校等と連携した子どもへの読書活動推進 多様なニーズに対応できる図書館

第 ２ 章 計画策定の背景２第 ２ 章



３第 章

基本理念 知識基盤社会における知識・情報の重要性を踏まえ、図書館は一人ひとりの個性を尊重し

た資料・情報の提供を行うとともに、生きる基盤としての読書・情報の大切さを発信し、

ひとの自立や自治体形成の発展に寄与することを基本理念とします。

目指すべき将来像の具現化に向けた取組の方向性を示すため、４つの基本目標、13の基本方針、23の施策として

次の通り定めます。

0

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４

長期的な視点に立った

持続可能な図書館

学校・家庭・地域における

読書活動の推進

10 長期的な視点に立った図書
館運営を行います

11 より安全で安心して利用
できる図書館運営を実施し
ます

12 図書館を担う専門的な人材
を育成します

13 図書館の情報を発信します

17

市民の課題解決や

学びを地域の発展に活かす

環境整備

本ビジョンの基本的な考え方

１ 市民ニーズに応える蔵書構
築を目指します

２ 誰もが利用しやすいサービ
スの提供を目指します

３ 市民が利用しやすく快適な
空間のある図書館を目指し
ます

４ 市民ニーズに沿ったＩＣＴ
の活用を行う図書館を目指
します

誰もが生涯を通じて

読書に親しむことができる

機会の充実

８ 市内の各種機関と連携し、
学校・家庭・地域の読書活
動を支援します

９ 市民と協働し、家庭・地域
の読書活動を支援します

５ 市民の課題解決に役立つ図
書館を目指します

６ 地域・行政資料の充実を図
るとともに、行政機関等へ
の情報提供を進めます

７ 地域の交流の場として機能
する図書館を目指します
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１ 基本目標１

誰もが生涯を通じて
読書に親しむことができる機会の充実

１ 市民ニーズに応える蔵書構築を
目指します

２ 誰もが利用しやすいサービスの
提供を目指します

３ 市民が利用しやすく快適な空間の
ある図書館を目指します

４ 市民ニーズに沿ったＩＣＴの活用
を行う図書館を目指します

市民の多様な興味や関心に応じた蔵書を充実するととも

に、すべての市民が図書館を利用しやすいように、世代や

障害、国籍に配慮した図書館サービスを提供します。

また、インターネットを活用した図書館サービスや、デ

ジタル資料の充実といった、市民ニーズに沿ったＩＣＴの

活用を目指します。さらに、図書館から離れた地域の利便

性を考えた支援等、市民がより快適に読書に親しむことが

できる図書館を目指します。

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章

成 果 指 標

✔ 予約・リクエストの受付件数の増加



19

基本目標１ 誰もが生涯を通じて読書に親しむことができる機会の充実

１ 市民ニーズに応える蔵書構築を目指します

円形書架

児童書架 ＣＤ棚

ＤＶＤ棚

① 資料の充実

➢図書館の基本的機能は、資料・情報を提供することです。市民サービスの発展のため、資料の利用状況や市

民のニーズ、社会動向などに応じ、様々な分野の資料を幅広く収集し、魅力ある蔵書を構築します。

➢場所・時間を問わず利用できる、非来館型サービスである電子書籍の充実を進めます。

➢活字では表現できない音楽や映像の多様な資料の整備について取り組みます。

一般書

67%

児童書

29%

視聴覚

4%

資料数

資料：令和５年度福生市事務報告書
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２ 誰もが利用しやすいサービスの提供を目指します

多文化コーナー

乳幼児コーナー
１日図書館員

ブックトーク

② 各世代の成長過程に配慮したサービスの充実

➢乳幼児から高齢者までの幅広い世代の要望を的確に捉え、対

象に合わせたサービスの提供を推進します。

➢子どもの読書活動については、「福生市子ども読書活動推進

計画」に基づき、関係部署と連携して推進します。

③ 共生社会の実現をめざすサービスの充実

➢活字による読書に困難がある視覚障害者等が利用しやすい媒

体（点字図書・大活字本・電子書籍等）の整備に取り組みま

す。

➢日本語を母国語としない方たちも読書に親しめるよう、外国

語図書を充実し、その周知を行います。

➢障害等があり図書館への来館が困難な方たちへ宅配等により

資料の提供を行います。

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章

3,836 
4,463 

7,040 
6,449 

7,433 
8,621 

7,031 6,853 

4,649 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

０～

10歳

11～

20歳

21～

30歳

31～

40歳

41～

50歳

51～

60歳

61～

70歳

71～

80歳

81歳

以上

（人） 福生市年齢別人口（令和６年４月１日現在）
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３ 市民が利用しやすく快適な空間のある図書館を目指します

館内案内図

④ 図書館から離れた地域への対策や利便性を考えた支援

➢図書館以外での資料の返却や、他自治体との広域・相互利用等、図書館から離れた

場所での利便性の向上を検討します。

➢開館時間中に図書館に来ることができない市民のため、サービスのあり方や拡大の

可能性について検討します。

➢「福生市公共施設等総合管理計画」等に基づき、様々な検討を行いながら、市民の

利便性を考慮して柔軟に対応できる体制を目指します。

⑤ 読書空間の工夫

➢閲覧スペースや書架の整備を行います。照度の調整、机や椅子の備品の定期的なメ

ンテナンスや配置の工夫などを行い、快適な読書空間の確保に努めます。

⑥ 分かりやすい案内や掲示の推進

➢「福生市公共サイン整備計画」に沿って館内外の案内・掲示の整備を進め、分かり

やすい案内に努めます。

ブックポスト

基本目標１ 誰もが生涯を通じて読書に親しむことができる機会の充実



４ 市民ニーズに沿ったＩＣＴの活用を行う図書館を目指します

利用者用インターネット端末

ふっさ電子図書館

⑦ デジタル環境の充実

➢多様な媒体に対応したシステムの情報技術の動向に注視し、図書館サービス

の向上に努めます。

➢図書館ホームページや情報メールなど、利用者への情報発信にＩＣＴを積極

的に活用します。

➢デジタル資料の閲覧や学習などの目的で市民が持参するパソコンの利用環境

の確保を進めます。

➢市民が必要なインターネットの情報に触れることができるよう、利用者用イ

ンターネット端末を継続して設置し、市民のインターネット環境の維持・管

理に努めます。

⑧ 電子図書館の推進

➢ふっさ電子図書館を使い快適な読書ができるよう、利用の促進とより一層の

周知を図ります。

22

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章
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コラム① ～中央図書館のリニューアル～

福生市立中央図書館が、令和６年１月24日（水）にリニューアルオープンしました。改良工事を行い、あ

らゆる人が利用しやすいようにバリアフリー化しました。また、書架や閲覧席が新しくなり、乳幼児コー

ナー等が広くなりました。

ヤングアダルトコーナー 乳幼児コーナー 学習室

レファレンス室 駐車場からの通路の整備 書架の転倒防止金具
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２ 基本目標２

市民の課題解決や学びを
地域の発展に活かす環境整備

市民ひとり一人の自発的な学びを支援し、地域の発展

に寄与することは図書館本来の機能です。相談しやすい

環境をつくるとともに、あらゆる世代・情報ニーズに応

えられる学びの場としての役割を担っていきます。

また、地域の重要な歴史である地域資料を収集し、次

世代への継承を行います。

地域づくりの拠点として、人が集まり交流が生まれる

ような新たな居場所として役割を広めていきます。

成 果 指 標

✔ 交流イベントの開催

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章

５ 市民の課題解決に役立つ図書館を
目指します

６ 地域・行政資料の充実を図ると
ともに、行政機関等への情報提供
を進めます

７ 地域の交流の場として機能する
図書館を目指します
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５ 市民の課題解決に役立つ図書館を目指します

⑨ 相談業務（レファレンスサービス）の充実

➢相談業務の充実を図り、積極的に市民の調査研究活動を支援します。

➢情報リテラシーの習得支援を行います。

➢専門データベースを積極的に活用することにより、市民の課題解決を支援します。

⑩ 市民生活で必要とする資料・情報の収集と提供

➢暮らしや仕事、学習活動、地域の課題解決のための資料・情報を積極的に収集し

ます。

➢子育て、教育、健康・医療、法律、福祉等生活に関わる資料・情報について、重

点的に収集し提供します。

➢ビジネス支援のため、就職、転職、職業能力の開発等の資料・情報の収集と提供

を行います。

基本目標２ 市民の課題解決や学びを地域の発展に活かす環境整備

レファレンス室（調べもの室）

ビジネス支援コーナー

※情報リテラシー：情報を取捨選択する能力のこと
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６ 地域・行政資料の充実を図るとともに、行政機関等への情報提供を進めます

地域資料コーナー

⑪ 福生市に関する資料の収集の徹底

➢福生市に関する図書、雑誌、新聞記事、パンフレット、チラシ等資料の

収集・保存を行い、後世に伝えるとともに、市民に資料・情報を提供し

ます。

⑫ 地域に関する資料のデジタル化の推進

➢地域に関する資料の長期的な保存と利用の拡大を目的に、デジタル化を推進します。

⑬ 行政機関等との連携

➢市役所の各部署、市内公共施設への資料・情報提供を行います。

➢行政資料を収集し、充実を図ります。また、歴史的に価値のある公文書等の保存方法を関係各課と

検討します。

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章



７ 地域の交流の場として機能する図書館を目指します

読書リーダーの活動風景・展示 ビブリオバトル

ワークショップ

⑭ 図書館を通じて交流できる機会や場の提供

➢市民同士が読書の楽しさを発信・共有できるよう、読書会などを開催し、

本や読書を通じた市民の交流を促進します。

➢利用者と図書館、利用者と利用者など多方面な交流を促し、新たなふれあ

いを創造できるような場の提供を進めます。

テラス席

27

基本目標２ 市民の課題解決や学びを地域の発展に活かす環境整備

※ビブリオバトル：発表者が読んで面白いと思った本を紹介し、
参加者全員で投票してチャンプ本を選ぶイベントのこと
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３ 基本目標３

学校・家庭・地域における読書活動の推進

図書館は質の高いサービスを提供するため、市民や団

体との協働を進め、そのネットワークを広げる取組に努

めるとともに、学校・家庭・地域の読書活動の推進を支

援します。

また、おはなしボランティアなどのボランティアとの

協働を推進することで、家庭・地域の読書活動の推進を

支援します。

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章

８ 市内の各種機関と連携し、学校・
家庭・地域の読書活動を支援し
ます

９ 市民と協働し、家庭・地域の読書
活動を支援します

成 果 指 標

✔ 社会教育施設等と連携し展示等を実施
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８ 市内の各種機関と連携し、学校・家庭・地域の読書活動を支援します

学校での出前おはなし会で
配布する資料

学校でのおはなし会の様子

⑮ 学校の読書活動を支援

➢市内学校と連携し、児童・生徒の学習支援、読書支援のため、朝読書や調べ学

習で必要な資料・情報の提供を行います。

➢学校司書及び学校図書館を支援します。

➢体験学習、職場体験などの受入れを行います。

⑯ 家庭の読書活動を支援

➢保育所、幼稚園、学童クラブ、児童館など市内の子育て施設、その他市の関係

施設と連携し、家庭の読書活動を支援します。

⑰ 地域の読書活動を支援

➢社会教育施設等と連携し、地域住民、市民グループの活動を支援します。

➢病院や高齢者施設等への資料提供等を行います。

子どもの読書活動については、「福生市子ども読書活動推進計画」に基づき、
関係部署と連携して推進します。

基本目標３ 学校・家庭・地域における読書活動の推進
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９ 市民と協働し、家庭・地域の読書活動を支援します

⑱ ボランティアとの協働を推進

➢よりよい図書館サービスの提供を目指しボランティアとの協働を推進します。

➢ボランティア育成を目的とした講座等の実施や、活動に必要な資料の提供等により、ボランティアとの協働

を推進します。

➢おはなしボランティアと協働し、おはなし会等の様々な事業を実施します。

➢音訳ボランティアと協働し、活字による読書が困難な方に対し対面で行う音訳サービス等を実施します。

おはなし会の様子 おはなしボランティア
養成講座

ボランティアとの協働

おはなし会

本の配架作業等

ヤングアダルト向け新聞の発行

読書会

赤ちゃんはじめてのえほん事業

資料：令和５年度福生市事務報告書

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章
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コラム② ～福生市立図書館イメージキャラクター ぶっくん～

広報ふっさ（平成６年３月15日号）

読書推進イベントで配布された

福生市立図書館オリジナルグッズ

福生市立図書館20周年記念として絵本作家いとうひろし氏

により生まれたイメージキャラクター“ぶっくん”

名前は市民公募により1,708人の中から決定されました。

平成６年に誕生以来、図書館の案内や子どもに向けた読書推進イベントに

登場するなど、市民と図書館を繋ぐ読書推進活動の顔として活躍しています。
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長期的な視点に立った持続可能な図書館

図書館の持続可能な運営を支えるために、職員の内外

の研修への参加などにより、専門的な知識とスキルを持つ

人材の育成を推進します。

図書館運営の自己点検・評価、図書館協議会等による外

部評価や市民の声を図書館サービスに反映させるなどして、

より満足度の高い開かれた図書館運営を行います。

また、図書館の利用を広げるための広報活動を推進しま

す。

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章

10 長期的な視点に立った図書館運
営を行います

11 より安全で安心して利用できる
図書館運営を実施します

12 図書館を担う専門的な人材を育
成します

13 図書館の情報を発信します

４ 基本目標４

成 果 指 標

✔ 図書館の利用者満足度の向上
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基本目標４ 長期的な視点に立った持続可能な図書館

10 長期的な視点に立った図書館運営を行います

セルフケアコーナー

特色ある課題解決コーナー

中央図書館 ビジネス・しごと支援コーナー

わかぎり図書館 セルフケアコーナー

わかたけ図書館 暮らしのサポートコーナー

武蔵野台図書館 ビジネス支援コーナー

⑲ 各図書館の機能分担の明確化

➢本館機能をもつ中央図書館、地域の図書館として機能する

わかぎり図書館、わかたけ図書館、武蔵野台図書館それぞ

れで役割・機能分担を行い、資料収集やサービス、施設運

営に活かします。

➢わかぎり図書館、わかたけ図書館、武蔵野台図書館の持つ

個性を伸ばし、特色ある分館づくりについて検討します。

⑳ 市民とともにすすめる図書館運営の推進

➢図書館運営の点検・評価を実施し結果を公表します。

➢市民ニーズを把握するため、定期的なアンケート調査の実

施を検討します。

暮らしのサポートコーナー



11 より安全で安心して利用できる図書館運営を実施します

34

㉑ 防災安全対策の推進

➢利用者の安全を確保するための対策について検討し、実施します。

➢災害等発生時などの緊急時において、市民の安全を優先に迅速に対応できるよう、福生市地域防災計画に

則って消火設備の充実や防災管理の徹底を図ります。

12 図書館を担う専門的な人材を育成します

㉒ 専門的職員の育成

➢専門的な知識を持つ図書館司書の育成に努めます。

➢都立図書館、東京都市町村職員研修所等が主催する研修会に積極的に参加して職員のス

キルアップを図ります。

➢定期的に組織内研修を実施して知識の継続と蓄積に努め、職員の素質・能力の向上を図

ります。

第 ２ 章 本ビジョンの基本的な考え方３第 ３ 章



13 図書館の情報を発信します

㉓ 効果的な広報活動の推進

➢図書館に対する理解と関心を高め、利用を広げることを目的に広報活動を推進し

ます。

➢ＳＮＳ等を活用し、積極的にＰＲを行います。より使いやすいホームページとな

るよう、図書館ホームページの見直しを図ります。

➢図書館報等の定期的な刊行により、図書館活動の周知を行い、また読書の大切さ

を発信します。

35

読書イベントの様子 図書館報自動貸出機の使い方動画

基本目標４ 長期的な視点に立った持続可能な図書館


